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多彩で奥深い日本の伝統音楽の世界へようこそ！

――
美
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日本舞踊とはなにか。
その全容を知ることのできる記念公演
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Japanese traditional dance

Japanese traditional music

　   第 47回 邦楽演奏会　江戸・東京にちなんだ曲を中心に…

会　場 ： 国立劇場 小劇場

｛ 開催日 ｝2 月 25 日      ｛ 土 ｝

三        曲  『子供のための組曲』　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
義太夫節  『かちかち山』　　　　　
琵        琶  『文福茶釡』　　　　
長        唄  『笠地蔵』　　　　　　　
小        唄  『吉三節分』　　　　　　
　　　　  『めぐる日』　　　　　　
　　　　  『神田祭』　　　　　　　
　　　　
清 元 節  『吉原雀』　　　　　　
新 内 節  『若木仇名草（お宮口説）』　
常磐津節  『乗合船恵方萬歳』　

清 元 節  『山帰り』　　　　　　
琵        琶  『曲垣平九郎』　　　　　
新 内 節  『明烏夢泡雪（部屋）』　
常磐津節  『権八（廓の仇夢）』　　
河 東 節  『廓八景』　　　　　 　
義太夫節  『碁太平記白石噺より
                     「新吉原揚屋の段」』
長        唄  『風流船揃』　　　　　　　

村田章子（箏）、田中奈央一（十七弦）、
芦垣皋盟（尺八）、杵屋三那都（三味線）、
首藤久美子（琵琶）、梅屋喜三郎（打楽器）ほか
竹本越孝（浄瑠璃）、鶴澤三寿 （々三味線）
山下晴楓
吉住小三郎（唄）、吉住小三代（三味線）ほか
蓼津留染（唄）、蓼 鈴緒（三味線）
ふじ松加奈子（唄）、吏美いち絵（三味線）
扇よし和（唄）、松峰 照（三味線）

清元延栄雪（浄瑠璃）、清元延美葉（三味線）ほか
鶴賀須磨寿 （々浄瑠璃）、富士松菊三郎（三味線）ほか
常磐津清若太夫（浄瑠璃）、常磐津一寿郎（三味線）ほか

清元初栄太夫（浄瑠璃）、清元志寿造（三味線）ほか
奥村旭翠
新内剛士（浄瑠璃）、鶴賀喜代寿郎（三味線）ほか
常磐津八重太夫（浄瑠璃）、常磐津菊寿郎（三味線）
山彦花葉（浄瑠璃）、山彦千子（三味線）ほか
竹本駒之助（浄瑠璃）、鶴澤津賀寿（三味線）ほか

杵屋吉之亟（唄）、杵屋佐吉（三味線）ほか

国立劇場 
〒102-8656　千代田区隼町4-1　Tel.03-3265-7411（代表）
◆東京メトロ半蔵門線「半蔵門駅」1番出口から徒歩5分
◆東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　2･4番出口から徒歩10分

    料　金（税込）
各部一般自由席3,000円　
各部学生自由席1,500円（当日窓口販売のみ／要学生証提示）
【第1部前半幕見席】1,000円（小・中・高校生の子供と付添保護者のみ対象／
                                                               座席スペース限定／日本三曲協会事務局のみ取扱い）

  チケット取扱い
日本三曲協会事務局　Tel.03-3585-9916（電話予約のみ／平日10:00~17:00）
e+（イープラス）　http://eplus.jp/（パソコン＆携帯）
国立劇場チケットセンター（窓口のみ）

　チケット発売日     2017年1月23日（月）

主催：邦楽実演家団体連絡会議・邦楽連合会
[出演団体]一般社団法人義太夫協会、清元協会、一般財団法人古曲会、新内協会、
　　　　  特定非営利活動法人筑前琵琶連合会、常磐津協会、一般社団法人長唄協会、
　　　　  公益社団法人日本小唄連盟、公益社団法人日本三曲協会、日本琵琶楽協会
お問い合わせ：公益社団法人日本三曲協会　Tel. 03-3585-9916　http://www.sankyoku.jp/

※各部入替制となります。（「第1部前半幕見席」は長唄『笠地蔵』まで）
※障害者手帳をお持ちの方はご本人20%割引、介助者1名まで無料となります。（学生券を除く／当日窓口販売のみ）
※車椅子席、介助犬同伴をご希望の方は事前に日本三曲協会事務局へお問い合わせください。
※未就学児はご入場いただけません。

義太夫節『桂川連理柵より「帯屋の段」』

新内節『道中膝栗毛・市子口寄せ』

長唄『紀文大尽』

筝曲『八千代獅子』

【邦楽器体験コーナー】　第1部、第2部開演前・休憩時　三味線・琴・尺八・琵琶・鳴り物など体験指導も実施

〈 ナビゲーター 〉葛西聖司（元NHKエグゼクティブアナウンサー）
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　組

番

　組

番

　組

国立劇場

    料　金（税込）
各部1等席（指定席）9,000円　各部2等席（指定席）6,000円　
各部3等席（自由席／3階）2,000円
【障害者割引】障害者手帳をお持ちの方は1等席と2等席にかぎり2割引となります。
　　　　　　（日本舞踊協会事務局へ電話にて要事前申込み）
【U25割引】25歳以下のお客様は1等席と2等席にかぎり公演当日会場受付にて
　　　　   500円キャッシュバックいたします。（要証明書提示）

  チケット取扱い
ヴォートルチケットセンター　Tel.03-5355-1280（オペレーター平日10:00～18:00）
チケットぴあ　Tel.0570-02-9999（Pコード455-206）　http://t.pia.jp/（パソコン＆携帯）
国立劇場チケットセンター（窓口のみ）

　チケット発売日     2016年12月20日（火）

主催・お問い合わせ：公益社団法人日本舞踊協会　Tel.03-3533-6455　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  http://www.nihonbuyou.or.jp/

　  第60回記念 日本舞踊協会公演

会　場 ： 国立劇場 大劇場

※各部入替制となります。
※車椅子席、介助犬同伴をご希望の方はチケットご購入時に日本舞踊協会へお申込みください。

・清元『四季三葉草』　　西川扇藏、中村梅彌、尾上墨雪
・長唄『三人連獅子』　　楳茂都扇性（片岡愛之助）、山村光、花柳源九郎
・地歌『邯鄲』　　　　　井上八千代 　　　　　　　　　　　　　　　
ほか全6番

・長唄『翁千歳三番叟』　松本幸四郎、藤間藤太郎、松本錦升（市川染五郎）
・長唄『七騎落』　　　　西川箕乃助、若柳里次朗、市山松扇、西川扇二郎 ほか
・清元『喜撰』　　　　　花柳基、水木佑歌
ほか全6番

・長唄『一人の乱』　　　花柳寿楽、若柳吉蔵
・長唄『二人道成寺』　　尾上紫、市川ぼたん
ほか全6番

・一中節『三番叟』　　　花柳壽應、吾妻徳穂、花柳輔太朗
・長唄『勝三郎連獅子』　尾上菊之丞、花柳壽輔
・長唄『江島生島』　　　花柳寿美、猿若清方
ほか全6番

・長唄『阿吽』　　　　　若柳壽延、藤間蘭黄
・義太夫・長唄『浜松風』  藤間恵都子、西川扇与一　　　　　　　　　　
ほか全6番

｛ 開催日 ｝2 月 17 日      ｛金｝̶  2 月 19 日      ｛日｝

義太夫『弓流し物語』

長唄『小袖曾我』

国立劇場 
〒102-8656　千代田区隼町4-1　Tel.03-3265-7411（代表）
◆東京メトロ半蔵門線「半蔵門駅」1番出口から徒歩5分
◆東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　2･4番出口から徒歩10分

国立劇場

● 2月17日（金） 夜の部 16:30 開演
● 2月18日（土） 昼の部 11:00 開演　夜の部 16:30 開演
● 2月19日（日） 昼の部 11:00 開演　夜の部 16:30 開演

 （11:00開場／14:50終演予定／途中休憩あり）

 （15:30開場／18:50終演予定／途中休憩あり）

日
17夜
の
部 

日
18昼
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部 

日
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の
部 

日
19昼
の
部 

日
19夜
の
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＊各部で総勢75名が出演する特別企画作品『にっぽん――まつりの四季』を上演。
写真：「第46回邦楽演奏会」より

写真：「第59回日本舞踊協会公演」より

しきさんばそう

さんにんれんじし
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しちきおち
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いちにんのらん

ににんどうじょうじ
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えじまいくしま

ほか
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『翁』に始まり一日を通して上演される
由緒正しい能楽公演

美
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地域に共有される“笑い”から、
東京の民俗芸能の在り様をみる
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Nohgaku

　   第57回 式能
｛ 開催日 ｝2 月 19 日      ｛ 日 ｝ 　  第48回 東京都民俗芸能大会　―おどけと笑い―

｛ 開催日 ｝3 月 18 日      ｛土｝̶   19 日      ｛日｝

会　場 ： 国立能楽堂
「第53回式能」より『翁』シテ：宝生和英　          ©能楽協会（撮影 神田佳明）

●第1部　10:00開演（9:30開場／14:30終演予定／休憩1回あり）
  
〈 能  〉  宝生流  『　     翁　     』　宝生和英　　
                 　　　  『　鶴　亀　』　前田晴啓
〈 狂言 〉  大蔵流  『　毘沙門　』　大藏吉次郎
〈 能 〉  喜多流  『　白田村　』　友枝昭世
〈 狂言 〉  和泉流  『　樋の酒　』　野村 萬

  
〈 能 〉  金剛流  『雪 雪踏拍子』　豊嶋三千春
〈 狂言 〉  大蔵流  『   左近三郎  』　山本東次郎
〈 能 〉  観世流  『　花　筐　』　観世銕之丞
〈 狂言 〉  和泉流  『　苞山伏　』　野村万作
〈 能 〉  金春流  『　土　蜘　』　櫻間金記

番　　組

●第2部　15:00開演（19:15終演予定／休憩1回あり）
※第2部は第1部終演後の開場となります。

※『翁』上演中は客席内への途中入場・退出を一切お断りしておりますのでご了承ください。

※各日のプログラムは決定次第、都民芸術フェスティバル公式ウェブサイトでご案内します。

おきな

つるかめ

ゆき せっとうのひょうし

びしゃもん

しろたむら

さこのさむろう

はながたみ

つとやまぶし

つちぐも

ひ さけ

    料　金（全席指定・税込）
［正面］各部7,000円　第1部・第2部通し12,000円　
［脇正面・中正面］各部5,000円　第1部・第2部通し8,000円
【学生席】各部1,000円（脇正面後方／26歳以下の全日制学生／要事前申込み（下記参照））　

  チケット取扱い

国立能楽堂（窓口のみ）
チケットスペース　Tel.03-3234-9999 （オペレーター／2017年2月10日（金）まで）
チケットぴあ　Tel.0570-02-9999（Pコード454-440）　http://t.pia.jp/（パソコン&携帯）
ローソンチケット　Tel.0570-000-407（オペレーター10:00～20:00）
　　　　　　　　Tel.0570-084-003（自動音声24時間／Lコード32573）
　　　　　　　　http://l-tike.com/（パソコン&携帯）

　チケット発売日     2016年12月16日（金）

主催・お問い合わせ：公益社団法人能楽協会　Tel.03-5925-3871（平日10:00～16:00）　
                         　　　　　　　　　　　 http://www.nohgaku.or.jp/

※各部入替制となります。
※障害者割引あり。詳細はチケットご購入前に能楽協会へお問い合わせください。
※車椅子席、介助犬同伴をご希望の方はチケットご購入前に能楽協会へお申込みください。
※未就学児はご入場いただけません。

国立能楽堂
〒151-0051　渋谷区千駄ヶ谷4-18-1　Tel.03-3423-1331（代表）
◆JR中央線・総武線「千駄ヶ谷駅」から徒歩5分
◆東京メトロ副都心線「北参道駅」1番出口から徒歩7分
◆都営地下鉄大江戸線「国立競技場駅」A4出口から徒歩5分

国立
能楽堂2016年12月13日（火）（消印有効）までに、往復はがきまたはEメールで、(1)第1部か第2部の希望

(2)住所(3)氏名(4)年齢(5)電話番号(6)学校名と学年をお書きの上、以下にお申込みください。
公益社団法人能楽協会「式能学生席」係
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-40-13双秀ビル Eメール　20170219@nohgaku.or.jp
※応募は、各部１通１名で一口まで。第1部・第2部ともご希望の場合はそれぞれ別にお申込みください。
※応募内容に不備がある場合は応募無効となる場合があります。
※応募者多数の場合は抽選となります。

学
生
席
申
込
方
法

Folkloric performing arts

会　場 ： 東京芸術劇場 プレイハウス

● 3月19日（日）13:00開演（12:30開場/16:00終演予定）

● 3月18日（土）13:00開演（12:30開場/16:00終演予定）　

2017年1日31日（火）（消印有効）までに、往復はがきに①住所②氏名（ふりがな）・年齢③電話番号
④希望日時・希望会場⑤希望人数（往復はがき1枚に2人まで）を書き、返信はがき宛名面に返信先住
所を記入の上、東京都民俗芸能大会実行委員会（〒102-0073　千代田区九段北4-3-24　京二ビ
ル3階）へ。

申
込
方
法

入場無料（要事前申込）

※出演予定団体は一部変更になる場合があります。何卒ご了承ください。

※応募者多数の場合は抽選となります。
※お申込みは、1人1通限り有効です。
※車椅子席、介助犬同伴をご希望の方は、ご来場前に東京都民俗芸能大会係（SAP）へご連絡ください。

東
京
芸
術
劇
場

〔 

主
な
演
目・出
演
予
定
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体 

〕

主催：東京都・東京都教育委員会・公益財団法人東京都歴史文化財団・東京都民俗芸能大会実行委員会
お問い合わせ：東京都民俗芸能大会係　Tel.03-5226-8537（株式会社SAP／平日10:00～18:00）

・江戸里神楽
   江戸里神楽 若山胤雄社中／台東区

絢爛たる衣装、能風の舞振、独自に練り上げた
囃子など、独特の特徴と様式を持つ若山社中。
64座にものぼる里神楽の演目から、“おどけ”や
“笑い”にちなむ神楽を上演します。

・神庭神楽
   神庭神楽連中／奥多摩町

「花神楽」とも呼ばれ、神庭山祗神社の例祭に奉納
される神庭神楽。獅子舞、猿田彦の舞、三番叟など
の祝芸の後に、地狂言、里神楽、面芝居、歌舞伎、
馬鹿面踊りなどが演じられます。

・菅生歌舞伎
   菅生歌舞伎 菅生一座／あきる野市

明治42年、芝居好きの住民たちの間で「舞台を造っ
て芝居を呼ぼう」との話が盛り上がり、組立舞台が
誕生。やがて昭和10年「自分たちも芝居をやりたい」
との声があがって菅生一座が生まれました。

・佃島の盆踊
   佃島盆踊保存会／中央区 
江戸時代からおよそ300年にわたり伝わる佃島盆踊
は、無縁仏の供養のために盂蘭盆の7月13日から3日
間行われ、踊り手たちは櫓に上がった唄い手の音頭
にあわせて情緒溢れる踊りを踊ります。

・奄美の八月踊り
   東京奄美会
  （東京で継承する日本各地の芸能枠）

五穀豊穣に感謝して踊られる八月踊りは、太鼓を手
に持って打ち輪になって歌を掛合いながら踊るも
ので、奄美を代表する芸能として知られています。

・阿波踊り
   NPO法人東京高円寺阿波踊り振興協会  
  （東京で継承する日本各地の芸能枠）

昭和32年、高円寺の賑わいを求めて一つの商
店街で始まった高円寺阿波おどり。現在では１万
人が踊り、100万の歓声が響く、東京の夏を代表
する風物詩となりました。

・数馬の太神楽
   数馬獅子舞太神楽保存会／桧原村

九頭龍神社の例祭日に、自然の恵みに感謝し五
穀豊穣と人々の繁栄を祈願して奉納される数馬
の太神楽。「馬鹿面囃子」と呼ばれる滑稽な太神
楽の芸を紹介します。

東京芸術劇場
〒171-0021 豊島区西池袋1-8-1　Tel.03-5391-2111(代表)
◆JR山手線・埼京線、東武東上線、西武池袋線、東京メトロ
　有楽町線・丸ノ内線・副都心線「池袋駅」西口から徒歩2分
　※池袋駅地下2b出口と直結






